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『三田祭論文最終発表』  
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第１章 はじめに 
   1－1 本論の目的 

   1－2 研究の現状 

   1－3 本論の構成 

 

 

第２章 理論的検討：概念モデルの構築 
   2－1 小売吸引力モデルの援用 

       2－1－1 買物目的地としての 

商業集積地選択行動 

       2－1－2 小売吸引力モデル 

       2－1－3 概念モデル構築プロセス① 

(概念モデルの基盤) 

   2－2 商業集積地の｢魅力｣とは 

2－2－1   魅力度の既存研究 

2－2－2 概念モデル構築プロセス② 

   2－3 多属性態度モデルの援用 

       2－3－1 Fishbeinの多属性態度モデル 

       2－3－2 概念モデル構築プロセス③ 

   2－4 精緻化見込みモデル及び 

認知・感情型購買意図モデルの援用（仮）

       2－4－1 感情的側面の考慮 

       2－4－2 精緻化見込みモデル（ＥＬＭ） 

       2－4－3 認知感情型購買意図モデル 

       2－4－4 概念モデル構築プロセス④ 

   2－5 諸特性の検討 

       2－5－1 心理プロセスに影響を与える要因

       2－5－2 概念モデル構築プロセス⑤ 

 

 

 
第３章 経験的検討：概念モデルの実証 
   3－1 調査仮説の設定 

      3－1－1 主要仮説の再述 

      3－1－2 構成概念の定義 

      3－1－3 調査仮説の設定 

   3－2 分析方法の検討 

      3－2－1 多変量解析技法の吟味 

      3－2－2 観測変数の設定 

      3－2－2 調査の概要 

   3－3 分析の結果と考察 

      3－3ー1 モデルの全体的妥当性評価 

      3－3－2 モデルの部分的妥当性評価 

      3－3－3 分析結果の考察 

 

 

第４章 おわりに 
   4－1 本論の要約と成果 

   4－2 残された課題 
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２ 分析結果                                                                   
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分析の過程 

はじめにパス図の右部にある 5 つの構成概念で共分散構造分析を行った。GFIは 0.9 を示し、非常に高いといえる。

次にメリット、デメリットに影響を及ぼす度合と重要度の概念を含めると GFIは 0.75という値を示した。この後、パス

図全体を対象として共分散構造分析を行った。 

 

分析の結果 

 分析の結果、GFIが 0.65と低い値となり、一方で AIC は高い値となってしまったため、共分散構造分析の利点を生か

してモデルの改良を行った。 

具体的には係数推定値が 15％水準でも有意にならなかった、ξ3：ワンストップショッピング志向、ξ9：商業集積地

に情報、ξ12：時間のゆとりの 3つの構成概念をパス図から削除した。 

 

（1） モデルの全体的評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この結果から、モデルの説明力を示す GFIは 0.6913であり、説明力と安定力を示す AGFIは 0.6458であった。GFI

と AGFIの差の値は 0.0455 と小さく、モデルの安定性は高い。モデルが説明できなかった残量を示す RMR は 0.1806

でありモデルのほとんどを説明できたといえる。情報量基準を表す AICは 698.07と高い値を示し、SBCは-2110.2 とき

わめて低い値であり、モデルの説明力と安定性が高いといえる。 

 

 

（2） モデルの部分的評価 

 t 検定において、観測変数では X16、X22、また構成概念間ではη4とξ5、η5とξ8の間のパスが 15％水準でも有意に

ならなかったが、その他はすべて 5％水準で有意であった。 

 

 

 

 

 

 

GFI 0.6913 

AGFI 0.6458 

RMR 0.1806 

χ2値 2272.07 

（P=0.0001） 

AIC 698.07 

SBC -2110.2 
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観測変数の推定結果 

観測 

変数 

係数 

推定値 
t値 

標準化後 

の推定値 

観測 

変数 

係数 

推定値 
t値 

標準化後 

の推定値 

観測 

変数 

係数 

推定値 
t値 

標準化後 

の推定値 

X1 1.00  0.91 X17 1.00  0.87 X33 1.00  0.90 

X2 1.00  0.43 X18 0.913 2.84 0.80 X34 1.052 17.42 0.94 

X4 0.877 7.08 0.81 X19 1.00  0.72 X35 1.00  0.82 

X5 1.565 2.89 0.67 X20 0.894 6.53 0.65 X36 0.951 6.32 0.78 

X7 1.00  0.76 X21 1.00  0.17 X39 1.00  0.56 

X8 1.00  0.74 X22 2.933 1.24 0.50 X40 1.00  0.44 

X9 1.00  0.74 X23 1.00  0.75 X41 1.00  0.67 

X10 0.982 6.40 0.72 X24 1.00  0.86 X42 1.00  0.73 

X11 0.793 9.83 0.59 X25 1.00  0.70 X43 1.300 5.72 0.96 

X12 0.823 9.90 0.60 X26 1.149 10.74 0.87 X44 1.569 4.98 0.88 

X13 1.00  0.83 X27 0.934 14.48 0.82 X45 1.895 5.76 0.84 

X14 1.055 8.93 0.87 X28 0.977 10.14 0.68 X46 1.298 9.57 0.87 

X15 1.00  0.27 X31 1.00  0.49 X47 1.00  0.79 

X16 1.959 0.69 0.53 X32 1.678 5.54 0.83 X48 1.025 9.18 0.82 

 

 

 

各方程式の推定結果 

観測 

変数 

係数 

推定値 
t値 

標準化後 

の推定値 

観測 

変数 

係数 

推定値 
t値 

標準化後 

の推定値 

?1 ? 1 0.33 4.88 0.41 ?13 ? 9 0.56 5.31 0.48 

?2 ? 2 0.74 3.49 0.43 ? 1 ? 3 0.35 5.00 0.37 

?4 ? 4 0.46 6.55 0.52 ? 2 ? 3   1.12 10.35 1.18 

?5 ? 4 -0.46 -1.22 -0.17 ? 3 ? 10 0.19 2.96 0.18 

?6 ? 5 0.14 2.14 0.15 ? 4 ? 6 0.49 8.17 0.59 

?7 ? 5 0.72 6.35 0.63 ? 5 ? 6 0.63 11.08 0.86 

?8 ? 5 -2.10 -1.32 -0.43 ? 6 ? 10   0.50 5.86 0.43 

?10 ? 7 1.19 6.14 0.64 ? 7 ? 10 0.27 5.23 0.34 

?11 ? 7 -0.41 -5.39 -0.37 ? 8 ? 9 1.13 5.42 0.74 

?14 ? 8 -0.22 -4.17 -0.37 ? 9 ? 10 -0.23 -3.12 -0.21 
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３ 今後の予定                                  

 

11／15（金） 論文の完成目標日 

11／18（月） サブゼミにて情報の共有 

11／18～20 会場準備 

11／21～24 三田祭期間 
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